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OVERVIEW 説明
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今⽇は何をする⽇か
第2版を「授業として動く形」へ近づける

今日やること

① 第2版を開く

② 授業の中心を確認する

③ 作ることで何を学ぶかを考える

④ 20分模擬授業の節目を作る

⑤ 必要な素材・ワーク・教師メモを
整える

⑥ 迷っている点を残す



QUESTION 問い
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今⽇の問い
自分の授業案は、高校生が活動できる授業になっているか

高校生が経験すること

① 作る

② 見る

③ 直す

④ 意味づける

この4つが入っているかを確認する



GOAL 制作
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今⽇のゴール
20分模擬授業の最小セットをそろえる

そろえるもの

① 授業スライド

② 見せる素材

③ 高校生用ワーク

④ 教師メモ

完成ではなく、実施できる形へ



FLOW 説明
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第6回から今⽇へ
第2版は、今日の出発点

①

第1版

②

コメント

③

第2版

④

第9回

⑤

20分模擬授業

第2版を捨てずに使う。必要なら大きく変えてよい。



PURPOSE 説明
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この科⽬で作る授業
情報を届く形にする授業

中心にある活動

① 作る

② 見る

③ 直す

最後に、なぜよくなったのかを言葉にする



PURPOSE 制作
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作ることは⽬的ではない
制作活動は、学びの手段

作るもの

① 案内チラシ

② サムネイル

③ 字幕

④ 紙版・デジタル版

⑤ メニュー表

作ることで学ぶこと

① 情報の優先順位

② 受け手と誤認

③ 文脈とニュアンス

④ 媒体特性

⑤ わかりやすさと正しさ



CHECKPOINT 制作
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20分に⼩さくする
全部を扱わない。小さくしても、学びは小さくしない

①

場面

②

問い

③

制作

④

見直し

⑤

まとめ

小さくすることも、授業設計である



EXAMPLE 制作
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題材の例
授業内で作って直せる大きさにする

扱える題材

① 学校行事の案内

② 文化祭ポスター

③ 動画サムネイル

④ 字幕案

⑤ 紙版とデジタル版

⑥ 読みづらいスライド

⑦ メニュー表

⑧ SNS投稿文



CHECKPOINT 01 制作
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制作物の条件
高校生が作るものは、レビューできる形にする

条件は3つ

① 見られる

② 比べられる

③ 直せる

見られないものは、レビューできない



CHECKPOINT 02 制作
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レビュー観点を決める
感想ではなく、改善につながる観点にする

観点の例

① 見つかる

② わかる

③ 誤解しない

④ 媒体に合っている

⑤ 必要な情報がある

⑥ 見直した理由が説明できる



CHECKPOINT 03 制作
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中⼼的問いを確認する
制作につながる問いにする

弱い問い

① 見やすい資料とは何か

② 伝わりやすい表現とは何か

強い問い

① 誰に何を届けるのか

② 何を残し、何を削るのか

③ どう直すと誤解が減るのか

④ どの媒体なら伝わりやすいのか



FLOW 説明

Shunsuke Inagaki 13

授業の節⽬を書く
時間割ではなく、節目で考える

①

導入

②

素材を見せる

③

制作する

④

見直す

⑤

意味づける

細かい分数より、授業の流れが動くかを見る



OUTPUT 制作
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今⽇そろえるもの
スライドだけでは授業にならない

そろえるもの

① 授業スライド

② 見せる素材

③ 高校生用ワーク

④ 教師メモ

高校生が書くもの、教師が言うことも決める



FORM 01 フォーム
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フォーム⼊⼒ 1
Q1 氏名・授業タイトル

Q2 高校生に学ばせたい見方

ここまで書いたら、第2版を直し始める

Q3 見せる素材と中心的問い



CREATE 制作
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制作時間 1
見た目より、授業の学びを先に整える

まず直すところ

① 何を学ばせる授業か

② 題材が大きすぎないか

③ 問いが制作につながるか

④ 作ることで何を学ぶか

⑤ 見直しの観点があるか



CREATE 制作
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⾼校⽣⽤ワークを作る
高校生は、どこに何を書くか

書かせることの例

① 最初に気づいたこと

② 作ったもの

③ 見直した点

④ 直した理由

⑤ 最後に分かったこと



CREATE 制作
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教師メモを作る
授業者が言うことを短く残す

書くこと

① 導入で言うこと

② 素材を見る前に言うこと

③ 制作に入る前に言うこと

④ 見直し前に言うこと

⑤ まとめで言うこと



FORM 02 フォーム
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フォーム⼊⼒ 2
Q4 作るもの／作ることで学ぶこと／見る観点

Q5 授業の節目

迷っていることは、みんなで共有できると嬉しいです。

Q6 直したこと・準備すること・迷っていること



EXAMPLE 制作
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迷っている点の扱い
必要なら、名前を出さずに全体で考える

n 題材が大きいかもしれない

n 制作時間が足りるか不安

n レビュー観点が決まらない

n 最後のまとめが弱い

n 素材をどう用意するか迷う



SCHEDULE 次回接続
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発表順を相談する
スプレッドシートに氏名を入れて決める

予定と配慮

① マルチメディア：
1回2〜3名程度

② 情報社会：
1回1名程度

③ 同日2科目発表は避ける

④ 重なれば話し合って決める



SUBMIT 次回接続
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今⽇の提出
第9回準備フォーム

書くこと

① 授業タイトル

② 学ばせたい見方

③ 素材と問い

④ 作るものと学ぶこと

⑤ 授業の節目

⑥ 直したこと・準備すること・迷い



SUMMARY まとめ
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最後の確認
授業を作るとは、高校生の活動を設計すること

高校生が経験すること

① 見る

② 考える

③ 作る

④ 見直す

情報を届く形にする力は、活動の中で育つ


